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1.  平成22年12月期第3四半期の業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 14,530 13.2 2,342 21.6 2,364 21.7 1,341 24.7
21年12月期第3四半期 12,836 ― 1,926 ― 1,943 ― 1,075 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 139.18 ―

21年12月期第3四半期 111.62 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 12,997 9,053 69.7 939.56
21年12月期 12,192 8,455 69.3 877.49

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  9,053百万円 21年12月期  8,455百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 30.00 ― 40.00 70.00
22年12月期 ― 35.00 ―

22年12月期 
（予想）

35.00 70.00

3.  平成22年12月期の業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,600 11.6 2,709 15.9 2,744 15.5 1,505 15.1 156.18



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.５「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 9,644,554株 21年12月期  9,644,554株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  8,524株 21年12月期  8,524株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 9,636,030株 21年12月期3Q 9,636,030株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）４ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第３四半期累計期間（平成22年１月１日～９月30日）における我が国経済は、一部では回復の兆し

が見られるものの企業収益や雇用情勢は依然として厳しく、緩やかなデフレ状況が続く中、欧州での金

融危機など新たな不安要素も生まれ、先行きに対する不安が払拭できずに、景気回復は力強さを欠いた

状態が続いています。  

 外食産業におきましても、消費者の生活防衛意識の高まりによる内食傾向や低価格志向が依然として

強く、全体的には厳しい状況が続いております。  

 このような状況の下で、当社はサーティワンアイスクリームの永遠のモットーであります“We make 

people happy.”「アイスクリームを通じて人々に幸せを。」をスローガンに、積極的なプロモーショ

ン活動により消費者の来店意欲を喚起するとともに、消費者の嗜好に対応した新しく魅力ある商品を提

供し、業績の向上に取り組んでまいりました。  

 そして企業の継続的成長を維持するため、①既存店の売上増加、②店舗開発の継続的促進、③安全か

つ安心な商品の提供、④CSR経営の推進、この四つを経営基本方針とし、企業価値の増大に努めており

ます。  

 営業面では、１月は、１月１日より11日間、アイスクリームの詰め合せ商品であるバラエティパック

をお買い上げの方に、“スヌーピー”ガラスボウルをプレゼントするプロモーションを実施し、フレー

バーのバラエティさ・楽しさを訴求するとともに、再来店を促進しました。  

 また１月12日からは、季節に合った苺の美味しさをたっぷり味わえる“フレッシュストロベリーサン

デー”フェアを実施し、アイスクリーム専門店にしかできないサーティワンならではのシーズン・サン

デーを提供することにより、ブランドの差別化を図りました。  

 ２月には “ハッピースウィート・バレンタイン”（１月30日～２月14日）として、期間限定のスウ

ィート・ペアカップやハート型ケーキ“ハートオンハート”、バレンタイン仕様のフレッシュストロベ

リーサンデー、バレンタインに因んだアイスクリーム３種類（チョコレートファッジシュープリーム、

ラブストラックチーズケーキ、ラブポーションサーティワン）をフォーカスするとともに、店頭店内を

バレンタイン一色に飾りつけ、消費者の購買意欲を高めました。  

 ３月の“ひなまつり”（２月15日～３月３日）では、“ひなだんかざり”、“おひなさまカップ”

や、ひなまつり仕様アイスクリームケーキなどの期間限定商品を強化し、オケージョン商戦の売上を確

保しました。  

 ゴールデンウィーク期間中（４月24日～５月５日）はダブルコーン・カップを31％値引きして提供す

るキャンペーンを実施し、期間中テレビＣＭにて大々的に告知しました。  

 ５月は、５月９日「アイスクリームの日」に全国950店舗において２時間、ユニセフの募金をしてく

ださったお客様全員にレギュラー・シングルコーンを１つプレゼントする社会貢献イベント「フリース

クープ」（今年で９年目）を実施し、全国で84万人ものお客様にご参加いただきました。お客様よりお

預かりした募金と、当社からの寄付金とを合わせ、33,863千円を（財）日本ユニセフ協会を通じ、西ア

フリカのブルキナファソの学校建設など、子供たちの教育支援に役立てました。  

 ５月９日から５月30日は「ビバレッジ・プロモーション」を実施し、５月６日新発売の“ポッピング

ソーダ”を含めたビバレッジ商品をお買い上げのお客様全員に“スヌーピー”ストラップをプレゼント

しました。  

 真夏の最盛期には恒例の強力なキャンペーンとして、今年で８年目となります大好評の「チャレン

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報
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ジ・ザ・トリプル」（６月１日～７月19日、ダブルコーン・カップをお買い上げのお客様全員に１ス

クープをプレゼント）、更に今年５年目となります「真夏の雪だるま大作戦」（７月24日～９月５日、

キングサイズのコーン・カップをお買い上げのお客様全員にキッズサイズ１スクープをプレゼント）を

実施し、どちらもテレビＣＭにより強力にキャンペーン告知をしました。 

  ９月は、高単価なシーズン・メニュー“オータムサンデー”（販売期間９月６日～11月15日）３種類

を発売しました。昨年人気の「モチッと抹茶ティラミス」に加え、今年は「木いちごのフロマージュ」

「ショコラショコラ」を新登場させ、サーティワンでしか味わえない魅力的なアイスクリーム・デザー

トをお客様に提供しております。 

  そして９月の連休に合わせ、ダブルコーン・カップを31％値引きするキャンペーン（９月18日～９月

26日）を実施し、お客様の来店促進を図りました。 

 また昨年から戦略商品として位置付けている“アイスクリームケーキ”を３月１日よりゴールデンウ

ィーク前まで店内のメインビジュアルとして強力に訴求し、更に４月からは番組提供ＴＶＣＭ２本を６

ヶ月間に亘り放映し、サーティワンならではのフレーバーを使用したアイスクリームケーキの売上拡大

を図りました。 

  店舗開発の状況といたしましては、昨年から新しいロゴの看板と店舗デザイン「Hip Hop」を導入

し、イメージを刷新した新しい店舗を１月から９月までで50店開設し、当第３四半期末の店舗数は

1,011店舗と前第３四半期末に対して54店舗増加しました。改装は１月から９月までで53店実施し、既

存店へも新しい店舗デザインの導入促進を致しました。  

 以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は売上高145億30百万円(前年同期比13.2％増)となりまし

た。  

 売上原価は、55億45百万円(前年同期比10.2％増)、売上原価率は38.2％（前年同期比1.0ポイント改

善）となりました。これは製造原価の管理徹底によるものであります。 

  販売費及び一般管理費は、66億42百万円（前年同期比13.0％増）となりました。これは主にＴＶＣＭ

などの広告宣伝活動の拡充に伴う広告宣伝費の増加（前年同期比２億29百万円増）、業容の拡大による

人件費の増加（前年同期比１億18百万円増）、売上高や店舗数の増加に伴う物流費用の増加（前年同期

比93百万円増）及び新ロゴ導入費用の発生（１億23百万円）によるものであります。  

 この結果、営業利益23億42百万円(前年同期比21.6％増)、経常利益23億64百万円(前年同期比21.7％

増)、四半期純利益13億41百万円(前年同期比24.7％増)となりました。  

  

当第3四半期末における総資産は前事業年度末に比べ８億４百万円増加の129億97百万円となりまし

た。 

 これは主に税引前四半期純利益と法人税等や配当金の支払の差による現金及び預金の増加、12月末と

9月末の残高となる期間の売上ボリュームの差による売掛金の増加、新規出店による賃貸店舗用設備及

び敷金及び保証金の増加によるものであります。 

負債は前事業年度末に比べ２億６百万円増加の39億44百万円となりました。 

 これは主に原材料仕入の増加による買掛金の増加、ショッピングセンター内に出店している店舗の売

上金をショッピングセンターから当社が一時的に預かることにより発生した預り金の増加、賞与計算の

支給対象期間から発生する賞与引当金の増加、新規出店により支払った敷金及び保証金のうちフランチ

ャイジーより預かった長期預り保証金の増加、及び未払法人税等の減少によるものであります。 

(2) 財政状態に関する定性的情報
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純資産は前事業年度に比べ５億98百万円増加の90億53百万円となりました。これは主に第３四半期累

計期間の四半期純利益が前事業年度の期末配当金の支払額および当事業年度の中間配当金の支払額を超

えたため、繰越利益剰余金が増加したことによるものであります。 

  

業績予想につきましては、平成22年７月30日に公表いたしました「平成22年12月期 第２四半期決算

短信〔日本基準〕（非連結）」業績予想に変更はありません。 

  

(3) 業績予想に関する定性的情報
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①簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

 当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前事業年度末の貸倒見積実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

（たな卸資産の評価方法） 

 当第３四半期会計期間末のたな卸高の算定に関しては、実地たな卸を省略し、前事業年度末の実地た

な卸高を基礎とした合理的な方法により算出する方法によっております。 

（退職給付費用の算定方法） 

 退職給付費用は、期首に算定した当事業年度に係る退職給付費用を期間按分して算定しております。

 ②四半期財務諸表作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当事業年度の予想税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,538,876 3,233,198

売掛金 2,728,089 2,434,001

製品 440,216 365,758

原材料 237,979 244,486

貯蔵品 144,380 125,914

前渡金 71,055 113,306

前払費用 74,162 69,513

繰延税金資産 111,033 95,642

未収入金 32,149 24,408

その他 51,953 35,677

貸倒引当金 △21,140 △19,169

流動資産合計 7,408,757 6,722,739

固定資産

有形固定資産

建物 1,484,611 1,492,807

減価償却累計額 △1,049,322 △1,045,581

建物（純額） 435,288 447,226

構築物 195,248 195,248

減価償却累計額 △153,486 △151,395

構築物（純額） 41,762 43,852

機械及び装置 1,969,395 1,939,585

減価償却累計額 △1,563,382 △1,520,706

機械及び装置（純額） 406,013 418,879

賃貸店舗用設備 2,503,534 2,382,675

減価償却累計額 △1,394,567 △1,293,535

賃貸店舗用設備(純額) 1,108,966 1,089,140

直営店舗用設備 188,127 173,601

減価償却累計額 △54,831 △40,936

直営店舗用設備(純額) 133,295 132,665

車両運搬具 18,627 18,627

減価償却累計額 △16,281 △15,405

車両運搬具（純額） 2,345 3,222

工具、器具及び備品 577,438 540,933

減価償却累計額 △374,008 △325,441

工具、器具及び備品（純額） 203,430 215,492

土地 226,362 226,362

建設仮勘定 131,766 2,147

有形固定資産合計 2,689,231 2,578,987
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年12月31日)

無形固定資産

ソフトウエア 227,738 315,153

電話加入権 17,065 17,065

無形固定資産合計 244,803 332,219

投資その他の資産

投資有価証券 26,183 20,766

長期貸付金 12,162 22,329

従業員に対する長期貸付金 20,708 22,005

破産更生債権等 116,580 128,986

長期前払費用 494,990 514,946

繰延税金資産 136,736 138,170

敷金及び保証金 1,910,428 1,802,715

その他 19,685 3,220

貸倒引当金 △82,543 △94,289

投資その他の資産合計 2,654,930 2,558,851

固定資産合計 5,588,966 5,470,058

資産合計 12,997,723 12,192,797

負債の部

流動負債

買掛金 557,144 494,142

未払金 937,298 1,015,359

未払費用 25,472 23,579

未払法人税等 538,795 640,380

未払消費税等 62,004 80,084

前受金 291,606 255,537

預り金 172,112 93,694

賞与引当金 86,226 30,167

役員賞与引当金 14,000 14,000

その他 89,996 27,126

流動負債合計 2,774,657 2,674,073

固定負債

退職給付引当金 132,239 119,600

役員退職慰労引当金 51,474 43,900

長期預り保証金 985,728 899,686

固定負債合計 1,169,441 1,063,186

負債合計 3,944,098 3,737,260
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 735,286 735,286

資本剰余金

資本準備金 241,079 241,079

資本剰余金合計 241,079 241,079

利益剰余金

利益準備金 168,676 168,676

その他利益剰余金

別途積立金 4,140,000 4,140,000

繰越利益剰余金 3,811,314 3,192,893

利益剰余金合計 8,119,991 7,501,570

自己株式 △16,793 △16,793

株主資本合計 9,079,563 8,461,141

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,861 △228

繰延ヘッジ損益 △27,800 △5,376

評価・換算差額等合計 △25,939 △5,604

純資産合計 9,053,624 8,455,536

負債純資産合計 12,997,723 12,192,797

Ｂ－Ｒ サーティワン アイスクリーム株式会社(2268)  平成22年12月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)

― 8 ―



(2) 四半期損益計算書

【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 12,836,787 14,530,121

売上原価 5,034,133 5,545,375

売上総利益 7,802,653 8,984,745

販売費及び一般管理費 5,876,582 6,642,005

営業利益 1,926,070 2,342,739

営業外収益

受取利息 1,071 735

店舗用什器売却益 25,518 31,594

その他 5,641 5,736

営業外収益合計 32,231 38,066

営業外費用

店舗設備除去損 14,354 13,713

その他 416 2,488

営業外費用合計 14,770 16,201

経常利益 1,943,531 2,364,604

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 9,497

違約金収入 － 20,029

その他 － 5,098

特別利益合計 － 34,626

特別損失

固定資産廃棄損 15,893 17,127

特別損失合計 15,893 17,127

税引前四半期純利益 1,927,638 2,382,102

法人税等 852,017 1,040,979

四半期純利益 1,075,621 1,341,123
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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